






























The Logic of Listening from the Viewpoint of Speech and Discussion Learning
─ Focus on analysis of children’s behavior that is often seen as having “diﬃ  culty"─
Kasumi Akeo
Abstract: This article analyzes and speculates the actual figures of pupils’ attendance at 
discussions or speech activities, by focusing on their “listening” ways. In doing so, it also 
analyzes the statements and descriptions on target pupils who would be supposed to have 
some “diﬃ  culties” in listening to others, that is for example, their pattern of behavior to easily 
interrupt classmates’ words to express themselves. As a result of our analyses, it turned out 
that such “diﬃ  cult” pupils often listen to others in an aspiring and receptive way. In addition, 
we found that such pupils sometimes catch and understand others’ statements by only a 
fragmental word, and they tend to listen to others’ opinions by linking them (a single word 
and / or opinions) with reality, and imagining “What would it be if it were in a real world?”. 
Therefore, we will derive a conclusion from these observations that supports will be required in 
recognitional and environmental ways to these pupils, rather than in behavioral ones. Also, now 
we come to regard that “diﬃ  culties” do exist in teachers (=authors) who have passed over the 
recognitional aspects in listening, rather than in “diﬃ  cult” pupils themselves.











































































































































・ ごっつええかんじの DVD ・とびにエサをやった
・ たからもののユニホームとボール
・ 夏休みの思い出 ・ぼくのニンテンドースイッチ




























































































































































































































































































































































































































































































児童 D の発言や記述からは，児童 D が相手の発言を
単語で捉えている場面があることが明らかになったと
ともに，児童 D が聞き取った意見を「もし現実の世
界だったらどうなるのか」ということと結びつけなが
ら聞く傾向にあることが明らかになったといえる。
　児童 D は，他の児童や教員から暴走していると受
け止められがちな児童である。しかし，今回の分析か
らは児童 D が認知的な一貫性を持って話し合いに参
加していたことが示された。「もし現実の世界だった
らどうなるのか」ということと強く結びつけながら聞
くという特徴を持つ児童 D の発言は，言葉の未熟さ
もあって他の児童には共感されにくい。「分かっても
らえない」ということが，受容的に相手の発言を聞き
取ろうとする意識を持ちながら，語気の強い発言を繰
り返してしまう児童 D の参加スタイルに影響を与え
ているのではないだろうか。
　この児童に対して文脈から外れたり主張を通そうと
したりする〈つまずき〉の姿に目を向けて支援や指導
を考えるならば，一つには態度面の指導の徹底が挙げ
られよう。例えば「手を挙げずに発言をすることは絶
対にしない」などである。しかし，このようなルール
の指導の徹底は同時に，児童 D の聞き方の認知面の
特徴を押し拉ぐことになるばかりか，この児童のつぶ
やきを契機にはじまる話し合いや理解の深まりの機会
を奪うことになりかねない。
　児童 D は受容的に相手の発言を聞く意識を持ち，
積極的に活動に参加する児童といえる。また，単語で
発言を捉えることはあるものの，「現実の世界」と結
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びつけながら意見を形成している。そのような児童 D
に対しては，態度面ではなく認知面や環境面での支援
が必要だと考える。児童 D の聞き方を捉えてそれを
意味づけたり，認知面のアイデアを示したりすること
で，他の児童からは暴走しているとも受け止められる
ことのある児童 D の参加の姿や周りの児童の受け止
め方が変化していくのではないだろうか。ルールの指
導や支援でなく，認知面や環境面に重点をおいた支援
を行う必要があると考える。
　〈つまずき〉は，割り込んで話し出す，語気の強ま
りが見られるなどの児童 D の振る舞いに着目し，実
際には意欲的・受容的に発言を聞き，自身の考えと結
びつけている児童 D の聞き方の認知面を見落として
いた授業者（稿者）側の〈つまずき〉であったといえ
るだろう。このような反省に立つと，〈つまずき〉と
して見えていたものが言葉の学びの可能性として立ち
上がってくる。今回は具体的な支援にまでは至らな
かったが，おとなが個の児童に着目し，柔軟に子ども
への見方を修正していくプロセスを取り続けることに
よって，子どもの聞くことの論理の一端を明らかに
し，その特性を生かした支援を行うことができると考
える。
【注】
1 坂本が定義。「基本的立場は一対一の話し言葉の通
じ合いであるが，形態は一対多，一対衆の場合もあ
り音声言語活動全てを視野に入れた対話を媒介とす
る。異質な他者や自己との対峙であり共同体を形成
する働きをもつ，人間形成に資する相互作用」のこ
と。（2004，p.34）
2 スピーチは「わたしの宝物」「夏休みの思い出」「お
すすめの本」「わたしの友達」の四つのテーマで行
うよう指示した。原稿を書く中で，他のテーマで書
きたい児童が出てきたため，授業者に相談した場合
に限り他のテーマを用いてもよいことにした。
3 ここで，今回のスピーチの学習では話す時間より聞
く時間の方が長いことを確認し，聞き手が真剣に聞
く必要があることを確認している。また，相手が話
している最中に話さない，終わったら拍手をするな
どの基本的なルールの確認も行っている。
4 2時間目のスピーチ後，感想カードに「声の大きさ」
など話し方に関する言及が見られたため，3時間目
のはじめにおいて話し方ではなく話した内容につい
て記入するよう伝えている。
5 ただし，1年生の時から発表を苦手とする児童（人
前に立つと緊張で泣いてしまう）がスピーチをでき
ないと伝えてきたため，その児童に関してはスピー
チ原稿を全員に配布しそれを読んでもらうことでス
ピーチ発表とした。
6 一柳智紀（2012）は，聴くことが苦手であると担任
へのインタビューから明らかになった一人の対象児
（磯田くん : 仮名）を選出して考察を行っている。
7 授業者が「教科書に書いてあることから考えよう」
と促したり，他の児童が「教科書には後ろ足って書
いてある」などと発言したりしても，「でもあるか
もしれん！」と主張を続ける姿が見られた。
8 ここには，立ち上がって発言した児童の発言のみを
整理している。話し合い中の児童のつぶやきや教員
の発言は省略している。
9 話し合い中に出た発言ではないもの（自分の意見な
ど）は数えていない。発言した児童名だけの記述も
数えていない。また，途中で腹痛のためトイレに行っ
た児童は再生数が0になっている。
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